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令和元年度（２０１９年度）学校版環境ＩＳＯへの取組 概要報告 

 

管内 市町村 学校名 

芦北 津奈木町 津奈木中学校 

 

１ 取組の概要 

項目 活動の様子（写真） 取組の実際 

宣言 

 

 

 

 

 

＜宣言の様子＞ 

 

 

 

 

 

＜宣言時のスライド(一部)＞ 

○生徒の活動  
下記の５項目を６月の生徒集会で宣言し、全校生徒へ協力
を求めた。また、宣言項目を１階廊下に掲示し、環境美化委
員を中心に活動の定着を図るために呼びかけを行った。ま
た、掃除の仕方や守って欲しいことについて４月の生徒会
オリエンテーションにおいて説明した。 

 

 

 

 

 

○職員の活動 
下記の項目について取り組んだ。 

 

 

 

 

 

行動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○生徒の活動 
①歯磨きにはコップを、掃除にはバケツを使い、節水します。 
 歯磨きのときはマイコップの使用をし、掃除時間のときに
はバケツを使用することで節水に努めた。 

②使用しない場所の電気を切り、節電します。 
 移動教室等で使わない教室や掃除時には、照明やクーラー
を消し、節電した。各教室や手洗い場などの見やすい場所
に節水・節電のポスターを掲示することで、生徒の意識を
高めるようにした。 

③リサイクル活動に取り組みます。 
 海外でワクチンを必要としている子どもたちへ購入資金協
力をするために、ペットボトルキャップの回収活動を行っ
た。各学級への回収箱の設置や呼びかけなどにより、集め
やすい環境を作った。 

④給食残菜・残乳の減少を目指します。 
 給食時間において給食委員会で給食準備を素早く行う取り
組みを行うことで給食の食べる時間を十分に確保できるよ
うにした。また、給食が残らないように生徒につぎわける
ことで残菜の量を減らした。 

⑤校内・地域美化活動を行います。 
・ＰＴＡ美化作業 
 体育大会前及び文化祭前に保護者の協力を得て、グラウン
ドの美化作業を行った。自分たちが使う場所は自分たちで
きれいにするという意識を持って活動することができた。 

・一日一汗運動 
奉仕活動を通して、勤労や奉仕の大切さを体験するととも
に、地域に目を向け、奉仕活動に対する豊かな心情と実践
力を養うことを目的として、全校生徒が町内６カ所に分か
れて清掃活動を行った。(今年度は２回実施できた。) 

・空きビン、空き缶回収 
 夏休みに保護者の協力を得て空きビン、空き缶回収を行い、
資源のリサイクルに努めた。 

・歯磨きにはコップを、掃除にはバケツを使い、節水します。 
・使用しない場所の電気を切り、節電します。 
・リサイクル活動に取り組みます。 
・給食残菜・残乳の減少を目指します。 
・校内・地域美化活動を行います。 

・職員室の電気は必要なところのみつけ、節電します。 

・ＯＡ機器のスイッチをこまめに切ります。 

・紙のリサイクルに努め、可能なものは裏紙を積極的に使用します。 

① 

② 

③ 

⑤ 



別紙様式２ 

② 

 

 

 

 

 

＜抜粋したもの＞ 

 

 

 

○職員の活動 
①節電します。 
 生徒集会等で職員室を空ける場合や掃除時間は、照明やエ
アコンを消すことで節電に努めた。また、大きな電力を使
うエアコン使用について、使用する時期や適正な温度の設
定をするようにし、定着を目指した。 

②ＯＡ機器のこまめな節電 
コピー機やプリンター、パソコン等のＯＡ機器は、使用時
間が長いために利用方法の工夫を図った。各機器は、使用
しないときはこまめに電源を切って節電を心がけた。 

③紙のリサイクルに努め、可能なものは裏紙を積極的に使用し
ます。 

 不要になった紙等の回収ボックスを設置した。職員会議や
職員間で配付する際には裏紙を使うことで紙のリサイクル
に努めた。 

 

 

 

記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①昨年度と今年度の水道と電気の使用量の比較をした結果、
上のグラフのとおりであった。昨年と比べて、わずかではあ
るが、削減できていることがわかる。 

②毎週末にＩＳＯチェック（５項目）を環境美化委員がチェッ
クし、クラスで達成状況を確認した。毎月の平均を出し、記
録を残している。 

見直し 

 

 

 

 

 

 

 

・地域美化作業での一環である一日一汗運動では、先輩・後輩
が協力して一生懸命に取り組む様子が見られた。しかし、校
内の清掃に関しては無言掃除が徹底されず、環境美化委員
の活動として工夫を図っていく必要がある。また、節電・節
水においても、一人一人の意識向上のため、掲示物等による
さらなる呼びかけ等を行う必要がある。 

・電気量と水道量の使用量をグラフ化して掲示することがで
きなかった。毎月掲示できるように改善していきたい。ま
た、学校全体でＩＳＯの意識を向上させるために、クラスマ
ッチ方式でできる項目を精選し、よく取り組めたクラスを
表彰するなど、意識を高める工夫を行っていきたい。 

２ 成果と課題 

成 果 課 題 
○委員会活動として継続してきた「ＩＳＯチェッ
クカード」により環境保全への意識が向上した。
そのことが、電気の使用・水道の使用において、
（昨年度比）使用量の削減につながった。 

〇一日一汗運動に本校と津奈木小と合同で取り組
んだことで、奉仕する大切さや協力することの
大切さを学び、豊かな心の育成につながった。 

○リサイクル活動において、ペットボトルキャッ
プを約１６０００個以上回収することができ､
ワクチンの購入資金協力をすることができた。
また、生徒だけでなく、地域の方からも協力を
得ることができている。 

●輪転機撤去に伴い、複合機のみの稼働に替わり
つつある。そのため、これまでの積極的な裏紙
利用がなされなくなってきた。そこで、２月か
らは、複合機の手差しトレイに裏紙をセットし
ている。今後、裏紙利用を推進する必要がある。 

●環境美化委員会主体のＩＳＯチェックを行って
きた。意識付けには有効であったが、今後、掲
示の方策を考え、視覚的に訴えることでさらな
る生徒の環境に対する意識高揚につなげたい。 

●今後は、生徒がさらに進んで取り組む活動とな
るよう、「ちょっとしたボランティア」を推進し
ていきたい。 
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